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溶液で細胞を処理し，流動は細胞内C a2+ 濃度が1O- 6M以下の時に誘発または維持され. Ca 2+ 濃度が10- 6
M以上になると停止する乙とを確かめた。以上を要約すると，①赤色光は細胞質のCa2+濃度を下げ、る乙
とによって流動を誘発し，近赤外光はCa2+濃度を高めることによって流動を停止させる。②近赤外光の
持つ流動停止作用の発現には. Ca2+チャネ lレを通じた細胞外から細胞質内へのCa 2+流入が不可欠で、ある。
La3+存在下でも赤色光照射による流動誘発は正常に起乙るので，細胞質からのCa2+ 汲み出しはCa2+
チャネル以外の機構によるものと恩われる。乙れを検証するための材料として，葉の組織から細胞壁分






















クロムを介して，乙のCa 2+ 輸送機構の活性を制御し，それを通して細胞内のCa2+ 濃度を調節し，流動の
誘発・停止を行っている。』という作業仮説を提出した。
以上の結果は，細胞運動の調節因子としてのCa2+ の役割について新しい知見を加えるものであるばか
りでなく，フィトクロムの初期反応解明にも大きく貢献するものであり，従って本論文は理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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